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【基本理念／視点】 【基本目標】 【目指す姿】 【基本施策（施策の方向）】

２．計画の特徴１．子ども発達支援計画について

３．施策の体系

子ども発達支援計画（第一期障害児福祉計画）について

　障がいのある子どもや発達に支援が必要な子どもも、みんな同
じ町田の子どもであるという考え方のもと、町田市では子ども施策
の基本計画である「新・町田市子どもマスタープラン」の下位計画
として「町田市子ども発達支援計画」を2018年3月に策定しまし
た。
　この計画に基づき、医療、教育、スポーツ、保育機関と連携し、
切れ目のない支援を行うことにより、障がいの有無にかかわら
ず、すべての子どもが自分らしく安心して暮らせるまちを目指しま
す。

支援が必要な子どもたちに対する支
援項目を障がい福祉サービスだけで
なく、教育・保育施策、子育て支援施
策、スポーツ振興施策や街づくり施策
など広範囲にわたる取組みとしてまと
めました。

子どもの視点で策定 切れ目のない支援体制
医療的ケア児や

重症心身障がい児の支援

これまで就学前後で異なっていた子
どもの発達に関する相談窓口につい
て、子ども発達センターが、相談対象
を０歳から１８歳未満に拡大して相談
機関の連携の核となることで、切れ目
のない相談体制を整えます。

さまざまなサービスを調整するコー
ディネーターを子ども発達センターに
配置します。また、支援体制の一層
の充実に向けて、医療、教育、保育、
障がい福祉、子育て支援など関係機
関の協議会を設置します。

子
ど
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
み
ん
な
で
創
り
出
す

◇一人ひ

とりの子

どもの権

利実現

◇子ども

と親がと

もに成長

する

◇地域の

中で家族

を孤立さ

せない

◇市民

（子どもと

大人）と行

政の協働

を進める

Ⅰ 子ども

が健やか

に育ち、一

人ひとり自

分の中に

光るものを

持っている

Ⅱ 子ども

が安らい

でいる家

族があり、

家族が地

域とつな

がっている

Ⅲ 子ども

が地域の

中で大切

にされてい

る

１ 子どもの遊びや体験が大切に

され、主体的に参加し意思表明で

きる

２ 大人になっていく力をつける

１ 親子の健やかな子育て・子育

ちを切れ目なく支える

２ 親が働くことを支える

３ きめ細やかな支援が必要な家

族を支える

１ 人と人が関わりつながる場を

つくる

２ みんなで安全・安心のまちをつ

くる

４ 一人ひとりに情報が確実に届

く

Ⅰ－１－（１） 豊かな人間性や社会性を育む場の確保

Ⅰ－１－（２） さまざまな活動への参加の支援

Ⅰ－２－（１） 子どもの特徴に応じて大人になる力を伸ばす療育の充実

Ⅰ－２－（２） 「生きる力」をバランスよく育む教育環境の整備

Ⅰ－２－（３） 子どもの成長に対する継続的な支援

Ⅱ－１－（１） いきいきと自信を持って子育てするための相談支援の充実

Ⅱ－１－（２） 子どもと向き合いながら自分らしい子育てをするための親の理解の支援

Ⅱ－２－（１） 不安や負担を抱え込むことなく子育てするための保育制度の充実

Ⅱ－２－（２） 不安や悩みに寄り添った教育・保育サービス等の充実

Ⅱ－３－（１） 重症心身障がい児や医療的ケア児の家族が地域の中で安心して生活することへの支援

Ⅱ－３－（２） 特別なニーズのある家族への支援

Ⅱ－４－（１） 必要とするときに必要な情報を得るための情報提供の充実

Ⅲ－１－（１） 親同士が関わり、つながることへの支援

Ⅲ－１－（２） みんなが一緒に楽しみ、つながりあうことの支援

Ⅲ－２－（１） 地域全体で支えるための障がい等に対する理解の促進

Ⅲ－２－（２） 子どもを連れて容易に外出でき、快適に生活できるまちづくりの推進

※ 「新・町田市子どもマスタープラン」の体系図と同様
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※取組ごとの施策コード、内容、進捗状況、担当課等は取組実績詳細を参照

（取組項目数は再掲を除く）

子ども発達支援計画〈第一期障害児福祉計画〉取組実績　概要

取組項目数 49
目標達成取
組項目数 32 目標達成率 65%

目標 実績

1 子どもセンター事業 利用者満足度（％） 90 89

2 冒険遊び場事業
常設型冒険遊び場の箇所

数
4 4 ○

3 障がい児スポーツ教室 開催回数 36回程度
30回（体育館）
24回（プール）

4 障がい児者水泳教室 開催回数 3 3 ○

5 障がい者スポーツ大会 開催回数 1 1 ○

6 マイ保育園事業
子育てひろば事業Ⅲ型・

Ⅳ型の実施園数（園）
15 11

7 地域参加支援事業 実施体制の確立 体制確立
継続

見直し

8
まちだ子育てサイトや母子
健康手帳アプリの活用

サイトアクセス数（件）・ア
プリ登録者数（人）

2,700,000・2,000 2,788,872・1805

9
子ども発達センターの認可

通園事業

子ども発達センターの認
可通園部門の利用児童数

（人）

44 45 ○

10 保育所等訪問支援事業 利用児童数（人） 40 120 ○

11 併行通園事業 利用児童数（人） 18 26 ○

12 居宅訪問型児童発達支援 提供体制の確立 － 提供体制の確立 ○

13
保育園等での障がい児等

の受入れ促進

より安全に受入れるため

の体制の構築
－ - ○

14
通常の学級及び特別支援
学級における支援

配置小学校数・中学校数
（校）

学校の状況に応じ
た配置調整の実施

42・20 ○

15
通級指導学級巡回指導の

実施

情緒障がい等通級指導学
級の巡回指導を導入した

小学校数・中学校数（校）

42・4 42・4 ○

16
副籍制度による教育活動を

通じた地域との交流の充実

児童・生徒（及びその保護
者）から実施希望のある副

籍交流が実施できた率
（％）

97 100 ○

17
特別支援教育巡回相談員

による支援
指導・助言の実施 実施 実施 ○

18
小学校・幼稚園・保育園・子

ども発達センター・特別支
援学校等連絡協議会

開催回数（回） 2 1

19 進路先への引継ぎ 引継実施体制の確立 実施 試行

20 就学・進学相談
関係機関と協力した支援
の実施

実施 実施 ○

21
（仮）療育記録ノートによる
引継ぎ

（仮）療育記録ノートの配
布

配布開始 作成

22 乳幼児健康診査 受診率（％） 90％以上 96.6% ○

23
子どもの発達に関する相談
事業

相談窓口体制の確立 － － ○

24
子育てひろば巡回相談事
業

実施回数（回） 15 15 ○

25
地域子育て相談センター事

業

子育てひろば事業Ⅲ型・

Ⅳ型の実施園数
15 11

2019年度 目標達成
状況

No 取組 指標
目標 実績

26 障害児相談支援事業
障害児相談支援を利用し
た計画数（件）

268 357

27
障害児相談支援事業者連
絡協議会

開催回数（回） 2 0

28 子どもの発達公開講座 開催回数（回） 3 2

29 親子療育事業 参加親子数（組） 179 157

30 ペアレントトレーニング事業 利用家族数（家族） 12 16

31 学童保育クラブ事業 待機児童数（人） 0 0

32
保育所等訪問支援事業の
対象施設拡大

実施体制の構築 － 継続

33 出張相談事業 出張回数（回） 65 59

34 療育セミナー事業
実施回数（回）・参加人数
（人）

4・200 2・117

35 療育実地研修 研修受講者数（人） 56 57

36
特別支援教育コーディネー
ターの資質向上

開催回数（回） 5 5

37 療育機関懇談会 開催回数（回） 3 0

38
医療的ケア児支援コーディ
ネーターの配置

配置数（人） 1 1

39
(仮)医療的ケア児等支援協
議会

協議の場の設置 － 開催

40
重度障害児者医療連携支
援事業

事業所数（カ所） 1 1

41
子育て支援ネットワーク会
議

情報を共有した児童の数
（人）

669 946

42
子どもとその家庭の総合相
談

相談件数（件） 3,381 4,044

43 パラスポーツ体験会
パラスポーツ体験会実施
回数（回）

9 27

44 子どもクラブ整備事業
子どもクラブ設置数（か
所）

5 5

45 交流及び共同学習の推進
実施校数（特別支援学級
設置校・特別支援学級未
設置校）（校）

37・2 35・2

46
通常の学級の教員に対す
る指導内容の充実

受講教員数 初任教員全員 初任教員全員

47 理解促進事業 リーフレット配布数（部） 5,000 5,000

48
福祉のまちづくり
バリアフリー基本構想の改
定

バリアフリー基本構想の
順次改定

4地区のバリアフ
リー基本構想改定

鶴川駅周辺地区バ
リアフリー基本構

想改定

49 赤ちゃん・ふらっと 設置箇所数（箇所） 52 57

No 取組 指標
2019年度
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※「すみれ教室」は、「子ども発達支援課」又は「子ども発達センター」に修正しています。

No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

1
Ⅰ－１－
（１）

子どもセン
ター事業

自然体験など、さまざまな
体験を通じて、子ども同士
から大人まで幅広く交流
し、コミュニケーション能力
を育む場を提供します。

利用者満足
度（％）

88 90 90 85 90 89

宿泊や日帰りのキャンプ、
地域の方々にご協力いただ
くイベントなどを通して、子ど
も同士から地域の大人ま
で、様々な年代の方が交流
する機会となり、満足度も目
標水準に近い結果となりま
した。

今後も、子どもセンターの特
色を活かした、幅広い年齢
層の子ども同士や地域の方
との交流を通して、コミュニ
ケーション能力を育む場を
提供してまいります。

児童青少
年課

2
Ⅰ－１－
（１）

冒険遊び場
事業

障がいの有無に関わらず、
子どもたちが自然の中で自
分の責任で自由に遊び、
自発的な思いに従った挑
戦、異年齢の人との関わり
など様々な体験を通して心
豊かに育つ場を広げてい
きます。

常設型冒険
遊び場の箇
所数

3 4 4 3 3 4

・5月に三ツ目山公園内に4
箇所目の常設型冒険遊び
場を開所しました。
・プレーリーダー養成講座を
実施しました。

・5箇所目の常設型冒険遊
び場の設置場所を検討しま
す。
・プレーリーダー養成講座を
実施します。

児童青少
年課

3
Ⅰ－１－
（１）

障がい児ス
ポーツ教室

小学生以上の障がいのあ
る方を対象に、体を動かす
きっかけとして、年間36回
程度、開催します。

開催回数
36回程
度

36回程
度

36回程
度

36回程
度

34回（体
育館）
30回
（プー
ル）

30回（体
育館）
24回
（プー
ル）

・サン町田旭体育館で30
回、子ども発達センタープー
ルで24回実施しました。
・体育館については台風に
より1回、新型コロナ感染拡
大防止により4回中止しまし
た。プール教室については
設備の工事により1回、新型
コロナ感染拡大防止により2
回中止しました。

サン町田旭体育館で33回、
子ども発達センタープール
で28回実施予定です。

障がい福
祉課

4
Ⅰ－１－
（１）

障がい児者
水泳教室

小学生以上の障がいのあ
る方を対象に、夏休み期間
に、水泳教室を開催しま
す。

開催回数 3 3 3 3 3 3
7/24（水）・26（金）・7/31
（水）に開催しました。

7/29（水）・7/31（金）・8/5
（水）の計3回開催予定で
す。

障がい福
祉課

コメント

子ども発達支援計画〈第一期障害児福祉計画〉取組実績　詳細
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No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

5
Ⅰ－１－
（１）

障がい者ス
ポーツ大会

障がいのある人がスポー
ツを通じて楽しむための大
会を開催します。

開催回数 1 1 1 1 1 1
11/2（土祝）に開催しまし
た。

11/3（火祝）に開催予定で
す。

障がい福
祉課
スポーツ
振興課

6
Ⅰ－１－
（２）

マイ保育園事
業

身近な認可保育園が「か
かりつけ窓口」として子育
て相談や子育て情報を提
供します。また子育てひろ
ばでは園庭・室内開放をは
じめさまざまな遊びの会や
育児講座を行っています。

子育てひろ
ば事業Ⅲ
型・Ⅳ型の
実施園数
（園）

17

15
※数値
を訂正
していま
す。

15
※数値
を訂正
していま
す。

14 14 11

2018年度に、子育てひろば
実施園数の適正な配置数
の見直しを行いプロポーザ
ルを行いましたが、実施園
数は目標に達しませんでし
た。（次回のひろば事業の
適正配置数の見直しは、
2021年度を予定していま
す。）

子育てひろば事業につい
て、2019年度と同様の実施
園数で行います。
また、多くの方に子育てひろ
ばを利用していただけるよ
う、実施園と連携しながら取
り組んでいきます。

子育て推
進課

7
Ⅰ－１－
（２）

地域参加支
援事業

子育てひろば等へ子ども発
達センターの職員が同行
し、地域の子どもたちが過
ごす場への参加を支援しま
す。

実施体制の
確立

試行
体制確
立

－ 研究 確立
継続
見直し

子ども発達センターへの相
談年齢が低年齢化しており
集団に入る年齢には早い事
や、集団に入れたい年齢で
はプレ利用と重なる為各地
域のひろば活動への参加は
難しい現状があります。グ
ループ参加の日の、まあち
等の利用の方が参加しやす
いことがありますので来年
度にいかしていきます。

子ども発達センターから近
い広場やまあちにグループ
単位で歩いて参加する形で
すと参加数が多く参加しや
すい様子なのでこの形で継
続とします。

子ども発
達支援課
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No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

8
Ⅰ－１－
（２）

まちだ子育て
サイトや母子
健康手帳ア
プリの活用

『分かりやすい』『見やす
い』『検索しやすい』子育て
情報サイト「まちだ子育て
サイト」や、「母子健康手帳
アプリ」で、発達に支援が
必要な子どもとその保護者
に向けた情報を発信してい
きます。

サイトアクセ
ス数（件）・
アプリ登録
者数（人）

360,000
・5,700

600,000
・7,600

※仕事
目標で
は数値
を訂正
していま
す。
2,700,00
0・2,000

840,000
・9,500

※仕事
目標で
は数値
を訂正
していま
す。
2,800,00
0・2,600

120,000
・3,800

2,642,75
0・1,400

2,788,87
2・1805

・「まちだ子育てサイト」で
は、2019年度に図書館・公
園緑地課・国際版画美術館
が加わり、より便利なサイト
になりました。
・また、サイト内の記事は常
に確認をしており、改善点が
あればその都度各課に修正
依頼を出し、見やすい分か
りやすいサイト作りに努めて
います。
・災害等でイベントの中止や
施設の閉館があった場合に
は、各課で編集できるリンク
集を作成し、サイトトップの
スライダー画像とあわせ情
報の周知にも努めていま
す。

・「まちだ子育てサイト」は、
チラシ（名刺サイズ）等を子
育て世代が立ち寄る店舗等
に置いてもらい、更なる周知
を図ります。また、周知活動
の手段を検討し、随時行っ
ていきます。
・アプリについては、引き続
き母と子の保健バッグにチ
ラシを入れたり、名刺サイズ
のチラシを配布する等の周
知活動を行います。

子ども発
達支援課
子ども総
務課

9
Ⅰ－２－
（１）

子ども発達セ
ンターの認可
通園事業

子ども発達センターで、未
就学児を対象として日常生
活における基本的な動作
や集団生活への適応訓練
等を行う児童発達支援事
業を実施します。

子ども発達
センターの
認可通園部
門の利用児
童数（人）

44 44 45 44 44 45

週5日認可通園は医療的ケ
ア児2人を含む45人の利用
がありました。児童発達支
援事業の目的となっている
移行支援の成果として、年
度途中の幼稚園入園1人、
新年度からの幼稚園入園3
名と保育園入園1人が含ま
れます。

医療的ケア児を含む未就学
児を対象に支援を実施しま
す。
本人及び保護者への支援を
中心にしながら地域支援の
充実と移行支援に取り組ん
でいきます。

子ども発
達支援課

10
Ⅰ－２－
（１）

保育所等訪
問支援事業

子ども発達センターが中心
となって、専門的な知識を
持つ職員が、発達に支援
が必要な子どもが利用して
いる地域の保育園等に
伺って、集団生活への適応
のための支援を行います。

利用児童数
（人）

34 40 46 24 75 120

事業の目的の周知が浸透
し、利用者の増加につな
がっています。訪問支援員
の拡充と学童保育への訪問
を行い、地域での集団適応
を支援しました。

地域の保育園・幼稚園・認
定こども園・学童等に所属
する発達に支援が必要な子
ども及び保護者に対し、保
育所等訪問支援を行いま
す。

子ども発
達支援課

6



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

11
Ⅰ－２－
（１）

併行通園事
業

地域の保育園・幼稚園等を
利用しながら、専門的な訓
練等を受けるために、定期
的に子ども発達センターに
通園することができます。

利用児童数
（人）

18 18 40 12 18 26

昨年度より1グループ増や
し、受入れを6人増にしてい
ます。年度途中で支援目標
を達成した利用者2名は、電
話相談・連携や年齢別グ
ループ指導に移行していま
す。

併行通園の利用希望者が
増加傾向にあることから、6
人のグループを１つ増やし
実施します。利用児の支援
目標の達成に伴い、相談対
応や保育所等訪問支援事
業への移行も提案していき
ます。

子ども発
達支援課

12
Ⅰ－２－
（１）

居宅訪問型
児童発達支
援

重い障がい等があるため
に外出することが著しく困
難な子どもの家庭に伺っ
て、発達支援を行います。

提供体制の
確立

提供体
制の確
立

－ －
提供準
備

検討
提供体
制の確
立

2019年9月に市内に居宅訪
問型児童発達支援事業所
「Ｃｏｃｏらら」が開所しまし
た。

－
子ども発
達支援課

13
Ⅰ－２－
（２）

保育園等で
の障がい児
等の受入れ
促進

保育園等で受入れが難し
かった医療的ケア児につい
て、より安全に受入れるた
めの体制の構築を行いま
す。

より安全に
受入れるた
めの体制の
構築

完了 － － 検討 完了 - ― ―
保育・幼
稚園課

14
Ⅰ－２－
（２）

通常の学級
及び特別支
援学級にお
ける支援

通常の学級や特別支援学
級における特別な配慮が
必要な児童・生徒の支援を
行うため、特別支援教育支
援員を小・中学校全校に配
置します。

配置小学校
数・中学校
数（校）

学校の
状況に
応じた
配置調
整の実
施

学校の
状況に
応じた
配置調
整の実
施

学校の
状況に
応じた
配置調
整の実
施

35・20 42・20 42・20

昨年度に引き続き、小中学
校全校に特別支援教育支
援員を配置し、特別な配慮
が必要な児童生徒の支援
体制を構築しました。

特別支援教育支援員の配
置については、より必要性
の高い学校への配置を行う
よう検討していきます。

教育セン
ター

7



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

15
Ⅰ－２－
（２）

通級指導学
級巡回指導
の実施

小・中学校における情緒障
がい等通級指導学級の巡
回指導を実施します。

情緒障がい
等通級指導
学級の巡回
指導を導入
した小学校
数・中学校
数（校）

42・0 42・4 42・11 25・0 42・0 42・4

中学校において、通常の学
級に在籍している情緒障が
い等の課題を抱える生徒に
対する指導内容の充実を図
るため、拠点校1校、巡回校
3校で特別支援教室（サポー
トルーム）の運用を開始しま
した。

中学校における情緒障がい
学級の巡回指導を、2021年
度から新たに9校に導入す
るための整備を行います。

教育セン
ター

16
Ⅰ－２－
（２）

副籍制度に
よる教育活動
を通じた地域
との交流の
充実

各学校が、副籍を置く児
童・生徒との交流の充実を
図り、全ての副籍校で副籍
交流に対応できる体制を
整えます。

児童・生徒
（及びその
保護者）か
ら実施希望
のある副籍
交流が実施
できた率
（％）

95 97 100 93 85 100
児童・生徒（及びその保護
者）から実施希望のある副
籍交流が実施できました。

今後も、児童・生徒（及びそ
の保護者）のニーズを的確
に捉え、希望通りの副籍交
流が実施できるように周知
徹底を図っていきます。

教育セン
ター

17
Ⅰ－２－
（３）

特別支援教
育巡回相談
員による支援

特別支援教育巡回相談員
が、学校からの要請に応じ
専門家チーム専門員・特別
支援学級専任相談員と共
に学校を訪問し、通常の学
級や特別支援学級に在籍
する、特別な支援や配慮を
要する児童・生徒の指導方
法に関する指導・助言を行
います。

指導・助言
の実施

実施 実施 実施 実施 実施 実施

発達障害に起因する配慮を
要する児童生徒が増加傾向
にてある中で、専門的な教
員への指導により、子ども
に対する適切な指導を行い
ました。

課題の多い児童生徒につい
ては、特に有効的な指導が
行えるよう実践していきま
す。

教育セン
ター

18
Ⅰ－２－
（３）

小学校・幼稚
園・保育園・
子ども発達セ
ンター・特別
支援学校等
連絡協議会

保育園・幼稚園等、子ども
発達センター、公立小学
校、学童保育クラブ、町田
の丘学園小学部の間で連
絡協議会を行い、円滑な就
学を目指します。

開催回数
（回）

2 2 2 2 2 1

新型コロナウイルス感染予
防対策のため1回の開催に
なりましたが、各関係機関
の間で、個別の案件につい
て、詳細な情報交換がで
き、子どもの指導に役立て
ることができました。

情報交換による指導の有効
性が確認されているので、
引続き実施していきます。

教育セン
ター

8



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

19
Ⅰ－２－
（３）

進路先への
引継ぎ

特別な支援を必要とする生
徒が中学校を卒業する際
に、進路先への「学校生活
支援シート(個別の教育支
援計画)」の引継ぎを行い、
進路先への適切な支援が
継続されるようにします。

引継実施体
制の確立

実施 実施 実施 試行 試行 試行

特別な支援を必要とする生
徒及びその保護者が希望し
た場合、進路先である高等
学校へ学校生活支援シート
の引継ぎを行いました。

今後も保護者への情報提供
を丁寧に行い、進学先へ適
切な支援が継続されるよう
にしていきたい。

教育セン
ター

20
Ⅰ－２－
（３）

就学・進学相
談

小学校への就学、中学校
への進学の際に、特別な
支援を必要とする子どもの
ために、個々の特性に合
わせた教育支援を保護者
と共に考えます。

関係機関と
協力した支
援の実施

実施 実施 実施 実施 実施 実施

特別支援教室（サポート
ルーム）を利用する児童生
徒が増加している中で、就
学・進学相談会を適切に実
施しました。

様々な課題を抱える児童生
徒が増加していることに伴
い、相談会の増回が見込ま
れるため、運用方法等含
め、見直しを検討していく必
要があります。

教育セン
ター

21
Ⅰ－２－
（３）

（仮）療育記
録ノートによ
る引継ぎ

入園・入学時に、これまで
の支援が途切れることなく
引き継がれるように、子ど
もの成長と療育内容等を
記録するノートを作成し、
希望する保護者に配布し
ます。

（仮）療育記
録ノートの
配布

検討
配布開
始

－ 検討 検討 作成
教育センターの協力を得
て、療育記録ノートを500部
作成しました。

子ども発達センターをはじ
め、地域子育て相談セン
ター、教育センター等に来所
された方や希望者に配布し
ます。

子ども発
達支援課

22
Ⅱ－１－
（１）

乳幼児健康
診査

乳幼児の健康増進、疾病
の早期発見と保護者への
育児支援のため、対象者
には個別通知を行い身体
発育、精神発達の重要な
時期に、健康診査を実施し
ます。

受診率（％）
90％以
上

90％以
上

90％以
上

90％以
上

97.3% 0.966

健診を実施することにより、
乳幼児の健康増進、疾病の
早期発見と保護者への育児
支援を行うことができまし
た。なお、未受診者に対して
は、電話連絡や訪問等によ
り、養育環境等を把握して
います。

乳幼児健康診査を受診でき
る機会を確保し、実施するこ
とで引き続き、乳幼児の健
康増進、疾病の早期発見と
保護者への育児支援を行っ
ていきます。また、未受診者
に対しても、電話連絡や訪
問等により、状況の把握を
行います。

保健予防
課

9



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

23
Ⅱ－１－
（１）

子どもの発達
に関する相
談事業

保健所や教育センターなど
と連携して、「子ども発達セ
ンター」で0歳から18歳未満
の子どもの発達について
相談できる体制を確立しま
す。

相談窓口体
制の確立

窓口体
制の確
立

－ － 検討 確立 － － －
子ども発
達支援課

24
Ⅱ－１－
（１）

子育てひろば
巡回相談事
業

障がい等が明らかでない
子どもの発達に関する相
談について、身近な場所で
気軽に相談できるよう、専
門的知識を持つ職員が「子
育てひろば」を巡回します。

実施回数
（回）

15 15 20 12 14 15

町田市内5地域の子育てひ
ろばを巡回し、子育てをして
いる身近な地域で子育ての
相談ができる機会を作りま
した。相談内容は発達に関
することの他、生活面や子
どもの行動に対する関わり
方等、多岐に渡りました。

2020年度は実施回数を20
回に増やして行います。

子ども発
達支援課

25
Ⅱ－１－
（１）

地域子育て
相談センター
事業

マイ保育園事業(子育てひ
ろば事業)等を通じて、発達
に支援が必要な子どもの
子育てについて、専門機関
である子ども発達センター
と連携した子育て支援体制
の充実を図ります。

子育てひろ
ば事業Ⅲ
型・Ⅳ型の
実施園数

17

15
※数値
を訂正
していま
す。

15
※数値
を訂正
していま
す。

14 14 11

2018年度に、子育てひろば
実施園数の適正な配置数
の見直しを行いプロポーザ
ルを行いましたが、実施園
数は目標に達しませんでし
た。（次回のひろば事業の
適正配置数の見直しは、
2021年度を予定していま
す。）

子育てひろば事業につい
て、2019年度と同様の実施
園数で行います。
また、子ども発達センターと
連携し、子育て支援体制の
充実を図っていきます。

子育て推
進課

26
Ⅱ－１－
（１）

障害児相談
支援事業

子ども発達センターの相談
支援専門員を増員して、ケ
アマネジメントによるきめ細
かい支援を行うためにサ-
ビス等利用計画（障害児支
援利用計画）の作成支援
等を行う障害児相談支援
事業の実施体制を強化し
ます。

障害児相談
支援を利用
した計画数
（件）

136 268 492 82 280 357

計画数は目標値を大幅に上
回りました。
なお、子ども発達センターで
は、262件のサービス等利
用計画（障害児支援利用計
画）を作成しました。内訳
は、新規契約55件、継続支
援207件です。

相談支援のニーズの増加に
伴い、新規の相談者の受け
入れが難しくなってきていま
す。相談支援の質の充実と
ともに利用ニーズにどう応え
ていくか課題となっていま
す。

子ども発
達支援課

10



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度
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年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

27
Ⅱ－１－
（１）

障害児相談
支援事業者
連絡協議会

市内の障害児相談支援事
業者の連絡会を開催し、相
談支援サービスの拡充に
ついて協議します。

開催回数
（回）

2 2 2 0 0 0

障がい児の相談支援に特
化した協議会を開催するこ
とはできませんでしたが、障
がい福祉課主催の障がい
者施策推進協議会・計画相
談部会で「町田市障がい
者・児計画相談指針」をもと
に研修を深めました。

2020年度は障がい福祉課と
連携し、児童の計画につい
て研修内容が深められるよ
うに取り組みを進めます。

子ども発
達支援課

28
Ⅱ－１－
（２）

子どもの発達
公開講座

子どもの発達に関すること
を学び考える機会として、
公開講座を開催します。

開催回数
（回）

2 3 3 1 1 2

「発達から見た学習の困難
をどう考えるか」（58名参加）
「発達が気になる子の対応
について」（43名参加）の
テーマで2回開催しました。
第3回は新型コロナウイルス
感染予防で中止としたた
め、目標の3回開催すること
はできませんでした。

2020年度は目標どおり3回
開催します。

子ども発
達支援課

29
Ⅱ－１－
（２）

親子療育事
業

発達に支援が必要な子ど
もの特徴に適した家庭での
接し方などを理解するた
め、0歳～2歳児とその保護
者が、共に参加する療育プ
ログラムを行います。

参加親子数
（組）

174 179 184 174 160 157

0歳～2歳のお子さんで発達
に支援の必要な方について
保護者が共に参加する療育
プログラムをお子さんの様
子に合わせて行いました。
人数については、児童発達
支援の事業所が増えた事に
より分散する方が出てきた
為と思われます。

2020年度も引き続きお子さ
んの様子に合わせて行って
いきます。

子ども発
達支援課

30
Ⅱ－１－
（２）

ペアレントト
レーニング事
業

4・5歳児の保護者が、グ
ループディスカッションやシ
ミュレーションなどを行い、
子どもの発達の特徴や接
し方の理解を深めます。

利用家族数
（家族）

12 12 12 12 16 16

当センターを利用している4
歳児5歳児の保護者16名を
対象にペアレントトレーニン
グを実施しました。事前に
行った説明会では、対象年
齢を限定せずペアレントト
レーニングを学んでいただく
機会とし、60名の保護者に
参加していただきました。

2020年度も継続して実施し
ます。

子ども発
達支援課

11



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

再
掲

Ⅱ－２－
（１）

保育園等で
の障がい児
等の受入れ
促進

保育園等で受入れが難し
かった医療的ケア児につい
て、より安全に受入れるた
めの体制の構築を行いま
す。

より安全に
受入れるた
めの体制の
構築

完了 － － 検討 完了 - ― ―
保育・幼
稚園課

31
Ⅱ－２－
（１）

学童保育クラ
ブ事業

障がいの有無に関わらず、
保護者の就労等で放課後
に適切な保護を受けられな
い児童で、入会の要件を満
たしていれば、全員が利用
できます。

待機児童数
（人）

0 0 0 0 0 0
・4/1加配対象人数71人
・年間延入会数138人（加配
なしの児童含む）

・引き続き、障がいの有無に
関わらず入会の要件を満た
してる児童の受入れをしま
す。
・必要な児童に対し、職員を
加配して保育を行います。

児童青少
年課

32
Ⅱ－２－
（１）

保育所等訪
問支援事業
の対象施設
拡大

子ども発達センターで行う
保育所等訪問支援につい
て、小・中学校や学童保育
クラブ等にも訪問できる体
制を構築します。

実施体制の
構築

完了 － － 検討 実施 継続
学童保育クラブに12回訪問
しています。

利用者の要望に応じて学童
保育クラブへの訪問を実施
していきます。

子ども発
達支援課

33
Ⅱ－２－
（２）

出張相談事
業

子ども発達センターの専門
的な知識を持つ職員が、保
育園・幼稚園等に伺い、発
達に支援が必要な子ども
の集団生活に対する支援
等の助言や、保護者から
の発達についての相談を
受けます。

出張回数
（回）

60 65 65 55 62 59

保育所等訪問支援事業との
棲み分けを図り、保育園・幼
稚園等を訪問して、気にな
るお子さんを支援するため
のクラス運営に関する相談
を行いました。

2020年度も継続して実施し
ます。

子ども発
達支援課

12



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

再
掲

Ⅱ－２－
（２）

保育所等訪
問支援事業

子ども発達センターが中心
となって、専門的な知識を
持つ職員が、発達に支援
が必要な子どもが利用して
いる地域の保育園等に
伺って、集団生活への適応
のための支援を行います。

利用児童数
（人）

34 40 46 24 75 120

事業の目的の周知が浸透
し、利用者の増加につな
がっています。訪問支援員
の拡充と学童保育への訪問
を行い、地域での集団適応
を支援しました。

地域の保育園・幼稚園・認
定こども園・学童等に所属
する発達に支援が必要な子
ども及び保護者に対し、保
育所等訪問支援を行いま
す。

子ども発
達支援課

34
Ⅱ－２－
（２）

療育セミナー
事業

保育園・幼稚園等、学童保
育クラブなどの職員に、障
がいに対しての理解や援
助の方法を学ぶための講
演会を開催します。

実施回数
（回）・参加
人数（人）

3・160 4・200 4・200 3・160 2・67 2・117

「聴覚障がい児の発見から
療育・教育へ」（30名参加）
「発達障がいのある子の理
解と支援」（87名参加）の
テーマで2回実施し、延べ
117名の参加がありました。

回数・参加人数ともに目標
を下回りましたが、2020年
度は予定どおり開催しま
す。

子ども発
達支援課

35
Ⅱ－２－
（２）

療育実地研
修

子どもが通う施設の職員の
知識を高めるため、保育
園・幼稚園等の職員を対象
に、子ども発達センターで
行う療育を体験する研修を
行います。

研修受講者
数（人）

52 56 60 49 65 57

15回57人の参加があり、療
育の現場に入りながら具体
的な支援について研修を行
いました。応募者は64人で
したが、7人のキャンセルが
ありました。

2019年度同様の実施研修
を計画していきます。

子ども発
達支援課

36
Ⅱ－２－
（２）

特別支援教
育コーディ
ネーターの資
質向上

特別支援教育コーディネー
ターを対象とした、資質向
上のための特別支援教育
コーディネーター研修会を
実施します。

開催回数
（回）

5 5 5 5 5 5
特別支援教育コーディネー
ターの資質向上を目的とし
た研修会を実施しました。

研修回数に拘らず、研修内
容をより充実させて、特別支
援教育コーディネーターの
資質向上に努めていきま
す。

教育セン
ター

13



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

37
Ⅱ－２－
（２）

療育機関懇
談会

情報共有やサービスの質
の向上のため、児童発達
支援事業者や放課後等デ
イサービス事業者と子ども
発達センターの懇談会を開
催します。

開催回数
（回）

3 3 3 2 0 0

療育機関懇談会は開催でき
ませんでしたが、放課後等
デイサービスの連絡会に障
がい福祉課と共に参加しま
した。

2020年度は、子ども発達セ
ンターの役割を理解してい
ただく他、各事業所の特徴
を理解し合うための協議会
の開催を障がい福祉課と共
に開催します。

子ども発
達支援課

38
Ⅱ－３－
（１）

医療的ケア
児支援コー
ディネーター
の配置

保健、医療、障がい福祉、
保育、教育等の多分野の
支援が必要な医療的ケア
児に適切な支援体制を調
整するコーディネーターを、
子ども発達センターに配置
します。

配置数（人） 1 1 1 0 1 1

東京都の医療的ケア児支援
コーディネーター養成研修
に相談支援専門員1名が受
講しました。

今後は、医療的ケア児コー
ディネーターを中心に、医療
的ケア児に対する相談窓口
機能の充実を図るとともに、
市内民間事業所の配置状
況について把握を進めま
す。

子ども発
達支援課

39
Ⅱ－３－
（１）

(仮)医療的ケ
ア児等支援
協議会

保健、医療、障がい福祉、
保育、教育等の多分野の
関係機関が連携して医療
的ケア児等に適切な支援
を提供するための体制構
築に向けた協議等を行い
ます。

協議の場の
設置

設置 － － 準備 設置 開催

協議会を計5回開催し、医療
的ケア児の保護者に対する
アンケート、人材育成計画
について意見交換を行いま
した。
また、通所検討会を2回開催
し、入所申請に対し、書類審
査を行いました。

2020年度は、保育所等受入
れガイドラインの見直しと大
規模災害時の対応について
意見交換を行います。

子ども発
達支援課

再
掲

Ⅱ－３－
（１）

居宅訪問型
児童発達支
援事業

重い障がい等があるため
に外出することが著しく困
難な子どもの家庭に伺っ
て、発達支援を行います。

提供体制の
確立

提供体
制の確
立

－ －
提供準
備

検討
提供体
制の確
立

2019年9月に市内に居宅訪
問型児童発達支援事業所
「Ｃｏｃｏらら」が開所しまし
た。

－
子ども発
達支援課

14



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

40
Ⅱ－３－
（１）

重度障害児
者医療連携
支援事業

地域で生活する重度障が
い児とその家族を、医療機
関と連携して支援している
事業者に対し補助します。

事業所数
（カ所）

1 1 1 1 1 1
事業者に補助を行い、一時
預かりのサービスを市民に
提供できました。

今年度も事業者補助を行う
予定です。

障がい福
祉課

再
掲

Ⅱ－３－
（１）

保育園等で
の障がい児
等の受入れ
促進

保育園等で受入れが難し
かった医療的ケア児につい
て、より安全に受入れるた
めの体制の構築を行いま
す。

より安全に
受入れるた
めの体制の
構築

完了 - - 検討 完了 - ― ―
保育・幼
稚園課

再
掲

Ⅱ－３－
（１）

副籍制度に
よる教育活動
を通じた地域
との交流の
充実

各学校が、副籍を置く児
童・生徒との交流の充実を
図り、全ての副籍校で副籍
交流に対応できる体制を
整えます。

児童・生徒
（及びその
保護者）か
ら実施希望
のある副籍
交流が実施
できた率
（％）

95 97 100 93 85 100
児童・生徒（及びその保護
者）から実施希望のある副
籍交流が実施できました。

今後も、児童・生徒（及びそ
の保護者）のニーズを的確
に捉え、希望通りの副籍交
流が実施できるように周知
徹底を図っていきます。

教育セン
ター

41
Ⅱ－３－
（２）

子育て支援
ネットワーク
会議

虐待を受けている子どもを
はじめとする支援対象児童
等の早期発見や適切な支
援を図るため、関係機関等
の円滑な連携協力を確保
します。

情報を共有
した児童の
数（人）

638 669 699 608 759 946

子育て支援ネットワーク連
絡会を46回行い、適切な支
援のための情報共有を行い
ました。情報を共有した児童
の数は目標値を上回ってい
ます。

引き続き適切な支援のため
の情報共有を行います。
ネットワーク会議が開催でき
ない場合、関係機関に連絡
し、電話で情報共有します。

子ども家
庭支援セ
ンター

15



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

42
Ⅱ－３－
（２）

子どもとその
家庭の総合
相談

０歳から18歳未満の子ども
と家庭の相談を受けます。
必要に応じて各種情報提
供、専門機関やサービス
の紹介・調整をし、問題解
決に向けたサポートを行い
ます。

相談件数
（件）

3,074 3,381 3,718 2,795 3,607 4,044
目標値を大幅に上回る件数
の相談を受け付けました。

子育てのことで悩んだり、
困ったときに相談してもらえ
るよう、文書やホームページ
でお知らせしていきます。

子ども家
庭支援セ
ンター

再
掲

Ⅱ－３－
（２）

子どもの発達
に関する相
談事業

保健所や教育センターなど
と連携して、「子ども発達セ
ンター」で0歳から18歳未満
の子どもの発達について
相談できる体制を確立しま
す。

相談窓口体
制の確立

窓口体
制の確
立

- - 検討 確立 － － －
子ども発
達支援課

再
掲

Ⅱ－４－
（１）

まちだ子育て
サイトや母子
健康手帳ア
プリの活用

『分かりやすい』『見やす
い』『検索しやすい』子育て
情報サイト「まちだ子育て
サイト」や、「母子健康手帳
アプリ」で、発達に支援が
必要な子どもとその保護者
に向けた情報を発信してい
きます。

サイトアクセ
ス数（件）・
アプリ登録
者数（人）

360,000
・5,700

600,000
・7,600

840,000
・9,500

120,000
・3,800

2,642,75
0・1,400

2,788,87
2・1805

・「まちだ子育てサイト」で
は、2019年度に図書館・公
園緑地課・国際版画美術館
が加わり、より便利なサイト
になりました。
・また、サイト内の記事は常
に確認をしており、改善点が
あればその都度各課に修正
依頼を出し、見やすい分か
りやすいサイト作りに努めて
います。
・災害等でイベントの中止や
施設の閉館があった場合に
は、各課で編集できるリンク
集を作成し、サイトトップの
スライダー画像とあわせ情
報の周知にも努めていま
す。

・「まちだ子育てサイト」は、
チラシ（名刺サイズ）等を子
育て世代が立ち寄る店舗等
に置いてもらい、更なる周知
を図ります。また、周知活動
の手段を検討し、随時行っ
ていきます。
・アプリについては、引き続
き母と子の保健バッグにチ
ラシを入れたり、名刺サイズ
のチラシを配布する等の周
知活動を行います。

子ども発
達支援課
子ども総
務課

16



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

再
掲

Ⅱ－４－
（１）

子どもの発達
に関する相
談事業

保健所や教育センターなど
と連携して、「子ども発達セ
ンター」で0歳から18歳未満
の子どもの発達について
相談できる体制を確立しま
す。

相談受付体
制の確立

受付体
制確立

－ － 検討 確立 － － －
子ども発
達支援課

再
掲

Ⅲ－１－
（１）

ペアレントト
レーニング事
業

4・5歳児の保護者が、グ
ループディスカッションやシ
ミュレーションなどを行い、
子どもの発達の特徴や接
し方の理解を深めることを
通じて、親同士が交流する
機会を提供します。

利用家族数
（家族）

12 12 12 12 16 16

当センターを利用している4
歳児5歳児の保護者16名を
対象にペアレントトレーニン
グを実施しました。事前に
行った説明会では、対象年
齢を限定せずペアレントト
レーニングを学んでいただく
機会とし、60名の保護者に
参加していただきました。

2020年度も継続して実施し
ます。

子ども発
達支援課

43
Ⅲ－１－
（２）

パラスポーツ
体験会

障がいの有無に関わらず、
パラリンピック種目等の障
がい者スポーツを共に体
験する体験会を行います。

パラスポー
ツ体験会実
施回数（回）

8 9 10 7 10 27

市内小学校に選手を派遣す
る「パラバドミントン体験教
室」を中心に、目標回数を上
回りました。
・パラバド体験会(小学校16
回/その他4回)20回
・ブラサカ体験会(ブラインド
サッカーチャレンジカップ)1
回
・ボッチャ体験会(障がい者
スポーツ大会/関東ボッチャ
大会)2回
・パラスポーツ体験イベント
（エンジョイスポーツ/こども
の日スポーツチャレンジ/
チャレンジマッスル/まちカ
フェ！)4回

2020年度も市内小学校を対
象としてパラバドミントン体
験会を開催すると共に、市
立総合体育館指定管理者と
協力して障がい者スポーツ
イベントを開催します。

スポーツ
振興課

44
Ⅲ－１－
（２）

子どもクラブ
整備事業

障がいの有無に関わらず、
すべての0歳から18歳未満
の子どもが集い遊べる「子
どもクラブ」を市内で需要
が高い中学校区から整備
し、身近な場所で子ども同
士が楽しみ交流する環境
を整えます。

子どもクラブ
設置数（か
所）

4 5 6 3 3 5

・11月に南町田子どもクラブ
を開館しました。
・12月に小山子どもクラブを
開館しました。
・2月に三輪子どもクラブの
建設工事が完了しました。

・三輪子どもクラブを開館し
ます。
・小山田中学校区子どもクラ
ブの整備用地を購入し、実
施設計を行います。完了
後、建設工事に着手しま
す。

児童青少
年課

17



No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

再
掲

Ⅲ－１－
（２）

地域参加支
援事業

子育てひろば等へ子ども発
達センターの職員が同行
し、地域の子どもたちが過
ごす場への参加を支援しま
す。

実施体制の
確立

試行
体制確
立

－ 検討 確立
継続
見直し

子ども発達センターへの相
談年齢が低年齢化しており
集団に入る年齢には早い事
や、集団に入れたい年齢で
はプレ利用と重なる為各地
域のひろば活動への参加は
難しい現状があります。グ
ループ参加の日の、まあち
等の利用の方が参加しやす
いことがありますので来年
度にいかしていきます。

子ども発達センターから近
い広場やまあちにグループ
単位で歩いて参加する形で
すと参加数が多く参加しや
すい様子なのでこの形で継
続とします。

子ども発
達支援課

45
Ⅲ－１－
（２）

交流及び共
同学習の推
進

通常の学級と特別支援学
級との交流を図ります。特
別支援学級未設置校につ
いても近隣の特別支援学
級の設置校と連携し交流を
図ります。

実施校数
（特別支援
学級設置
校・特別支
援学級未設
置校）（校）

36・2 37・2 37・2 35・2 35・2 35・2

特別支援学級設置校では、
通常の学級と特別支援学級
との交流を図ることができま
した。また、特別支援学級未
設置校についても近隣の特
別支援学級の設置校と連携
し交流を図ることができまし
た。その中で小学校1校と中
学校1校の計2校は都立町
田の丘学園との交流教育を
進めました。

特別支援教育のより一層の
理解を図るため、通常学級
と特別支援学級との交流及
び共同学習の充実に努めて
いきます。

教育セン
ター

46
Ⅲ－１－
（２）

通常の学級
の教員に対
する指導内
容の充実

既存の大学連携研修の特
別教育に関する講座につ
いて、全ての初任教員が
受講するものとし、広く特
別支援教育への理解啓発
を図ります。

受講教員数
初任教
員全員

初任教
員全員

初任教
員全員

初任教
員全員

初任教
員全員

初任教
員全員

初任者を対象とした集合研
修の中に特別支援教育の
基本として講座を設定し、特
別支援教育の理解啓発を
図りました。

今後も、悉皆研修の中に特
別支援教育の講座を設定す
るとともに、夏季研修会にお
いても特別支援教育の理解
を深める研修を設定してい
きます。

教育セン
ター

再
掲

Ⅲ－１－
（２）

特別支援教
育巡回相談
員による支援

特別支援教育巡回相談員
が、学校からの要請に応じ
専門家チーム専門員・特別
支援学級専任相談員と共
に学校を訪問し、通常の学
級や特別支援学級に在籍
する、特別な支援や配慮を
要する児童・生徒の指導方
法に関する指導・助言を行
います。

指導・助言
の実施

実施 実施 実施 実施 実施 実施

発達障害に起因する配慮を
要する児童生徒が増加傾向
にてある中で、専門的な教
員への指導により、子ども
に対する適切な指導を行い
ました。

課題の多い児童生徒につい
ては、特に有効的な指導が
行えるよう実践していきま
す。

教育セン
ター
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No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

再
掲

Ⅲ－１－
（２）

副籍制度に
よる教育活動
を通じた地域
との交流の
充実

各学校が、副籍を置く児
童・生徒との交流の充実を
図り、全ての副籍校で副籍
交流に対応できる体制を
整えます。

児童・生徒
（及びその
保護者）か
ら実施希望
のある副籍
交流が実施
できた率
（％）

95 97 100 93 85 100
児童・生徒（及びその保護
者）から実施希望のある副
籍交流が実施できました。

今後も、児童・生徒（及びそ
の保護者）のニーズを的確
に捉え、希望通りの副籍交
流が実施できるように周知
徹底を図っていきます。

教育セン
ター

47
Ⅲ－２－
（１）

理解促進事
業

地域の方々や企業に向け
て、発達に支援が必要な
子どもについて、理解を深
めるきっかけとなるよう、
リーフレット等を作成し配布
します。

リーフレット
配布数（部）

5,000 5,000 5,000
作成準
備

2,000 5,000

関係機関の職員や保護者
に向け、発達の課題を早期
に発見し、療育を促すため
の相談の目安を示したチラ
シを3種類各5,000部作成し
ました。

2020年度は、対象年齢等を
見直して啓発に取り組みま
す。

子ども発
達支援課

再
掲

Ⅲ－２－
（１）

子どもの発達
公開講座

子どもの発達に関すること
を学び考える機会として、
公開講座を開催します。

開催回数
（回）

2 3 3 1 1 2

「発達から見た学習の困難
をどう考えるか」（58名参加）
「発達が気になる子の対応
について」（43名参加）の
テーマで2回開催しました。
第3回は新型コロナウイルス
感染予防で中止としたた
め、目標の3回開催すること
はできませんでした。

2020年度は目標どおり3回
開催します。

子ども発
達支援課

48
Ⅲ－２－
（２）

福祉のまちづ
くり
バリアフリー
基本構想の
改定

だれもが安心して移動でき
る環境の整備促進を図る
ため、市内１０地区のバリ
アフリー基本構想の進行
管理を行っています。策定
から5年程度経過し、地区
の状況が策定時と変化し
てきていることから、基本
構想の改定を行います。

バリアフリー
基本構想の
順次改定

3地区の
バリアフ
リー基
本構想
改定

4地区の
バリアフ
リー基
本構想
改定

2地区の
バリアフ
リー基
本構想
改定

南町田
駅周辺
地区バ
リアフ
リー基
本構想
改定

2地区の
バリアフ
リー基
本構想
改定

鶴川駅
周辺地
区バリ
アフリー
基本構
想改定

鶴川駅周辺では現在北口
広場の再整備や南口の土
地区画整理など大規模な事
業が進められており、改定
にも時間を要することから、
鶴川駅周辺の1地区に焦点
を絞りバリアフリー基本構想
を改定しました。

市内10箇所の重点地区に
おける特定事業の取り組み
状況の進捗確認などを行
い、特定事業の取り組み状
況の把握を行うと共に、基
本構想改定のあり方を検討
していく予定です。

福祉総務
課
交通事業
推進課
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No 施策コード 取組 内容 指標 目標 実績 担当課
2018
年度

2019
年度

2020
年度

2017
年度

2018
年度

2019
年度

2019年度取組への評価 前年度評価を踏まえた
2020年度の取組内容

コメント

49
Ⅲ－２－
（２）

赤ちゃん・ふ
らっと

子育て家庭が気軽に外出
できるよう、授乳、調乳、オ
ムツ替えなどができる施設
を整備します。

設置箇所数
（箇所）

51 52 53 50 54 57

まちだ子育てサイト、広報、
事業者向け会報等に設置
促進の記事を掲載していき
ます。また、移動版「赤ちゃ
ん・ふらっと」として、「まちだ
赤ちゃんテント」の利用を子
どもセンター3館で始めまし
た。

「まちだ赤ちゃんテント」の周
知をし、利用者数の増加を
図っていきます。

子ども総
務課

20




